
インランド・デポ立地プロジェクト
推進事業について

新潟県港湾空港交通局

平成１８年１２月１３日

第２回北陸地域国際物流戦略チーム本部会



新潟港・直江津港空コン込みコンテナ取扱数等の推移

◆新潟県で消費する貨物の輸入港

新潟県で消費（生産）する貨物の取扱港別推移

◆新潟県で生産する貨物の輸出港
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平成１５年（輸出量６８，３２１トン）
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平成５年（輸入量４２，１６２トン）

京浜港
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９．１％

新潟港
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平成１５年（輸入量１５１，５２８トン）

新潟港
７２．４％

直江津港
２．８％
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２０．９％
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平成１０年（輸入量６４，１３２トン）

新潟港
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京浜港
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平成１０年（輸出量４５，８５９トン）

京浜港
５８．３％
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７．５％

その他
１１．１％
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※平成7年を100とした時の伸び率

（出典：「輸出入コンテナ貨物流動調査（調査期間：各年１０月１日～１０月３１日）」国土交通省港湾局）
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新潟港実入りコンテナ取扱数等の推移
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課 題

現 状

◆輸出入コンテナ貨物がインバランス。

◆輸出コンテナ貨物の６割以上が京浜港等を利用。

◆新潟県で発生するコンテナ貨物の約４割が、５トン以下

の小口貨物。

⇒ 小口貨物の８５％以上が京浜港をはじめ

とした県外港から輸出

（H１５全国輸出入コンテナ貨物流動調査）

県内港湾利用の現状及び課題

◆小口貨物の集荷促進及び県内港
への貨物のシフトが課題



インランド・デポ立地プロジェクト推進事業の狙い

高度・複合的物流サービスを荷主に提供する物流事業者を

公募・選定し、県内港利用のコストメリットの発揮と

リードタイムの短縮を図り、次の事業目的の達成を狙う。

①小口貨物の新潟港等へのシフト促進

②物流コストの低減等による県内企業

競争力強化促進

③新潟港等の航路等の開設・拡充



国土交通省 新 潟 県

【施設整備主体】

（株）新潟国際貿易ターミナル

１／３ １／３

建設・設置

【事業者】

商船三井ロジスティクス㈱

【公募】新 潟 県

１／３

・国内外のネットワークを活用
した情報提供（物流サポート）

・新潟港発海上貨物の混載
・輸出入通関
・Door-To-Doorサービス

・短期保管、仕分け、梱包
・航路開設・拡充への取組み
・コンテナデポ（空コンテナ集積）

賃貸

インランド･デポ立地プロジェクト推進事業の概要

（港湾機能高度化事業補助金） （限度額 ４千５百万円）

負担金

インランド・デポ

【選定】審査委員会(第三者)



インランド･デポの立地場所

新潟港

直江津港

新潟空港

■ 立地場所

新潟県見附市

（県営中部産業団地内）

■ 交通アクセス

○ 北陸自動車道

中之島見附ICから２ｋｍ

○ 上越新幹線

長岡駅から１１ｋｍ

⇒ 高速自動車道のICに隣接。

県中央部に位置し、貨物の

集荷・積替えに便利

インランド・デポ

敷地面積 約5,500㎡
倉庫面積 約720㎡


